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IMRaDに基づく
英語科学論文の構造

論文英語は「英米語」でなく「国際語」
英語科学論文のルールを徹底解説！

● Introductionに無駄なことを書きすぎる
● 	Methodを時系列にそって書かない
●Methodの時制が不統一
●Resultsは描写，Discussionは考察
●DiscussionがIntroductionと呼応していない
●Paragraphには必ずTopic	sentenceを入れる
●重要な用語や概念の定義を明確にする
●多義語／慣用句を避ける
●断定を避ける（Hedging）
●Figureは実験の順番でなくてよい

科学論文でやるべきこと やってはいけないこと

❶ Title：題名
❷ Authors，Author Affiliation：著者名と所属機関
❸ Abstract：概要・要約
❹ Introduction：序論．研究の背景と目的
❺Method：研究方法
❻ Results：研究結果
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❽ References：参考文献
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ログラム． 2008 年度設立．将来世界レベルで活躍す
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序

「研究ってただ自分が知りたいから実験して終わり，じゃダメなんですか」
と大学に入ったばかりの学部 1 年生に真顔で聞かれて，一瞬返答に詰まった
ことがある．なぜダメなのかは一言では説明できない．とりあえずそのとき
は「研究は伝えないと研究じゃないから」と答えてみた．大学や研究機関で
なされる研究は，学生も含めた新米がする研究でも，業績豊富なベテランの
研究でも，皆グループ活動である．たとえ一人でしているように見える研究
でも，新しい知識を生み出すためには，自分以外の人の批判や協力が必要だ．
グループ活動はコミュニケーションによって成り立っている．「ただ自分が
知りたいから」はもちろんすべての研究者に共通するスタート地点だ．しか
し「知る」ためにはたくさんの論文を読み，そして実験をしたらその結果と
考察をたくさんの人に読んでもらい，批判に応えることで信憑性を確かめ，
さらに自分や他の研究者の次の研究に資する，このサイクルを繰り返してい
くのがこれからプロとして研究することを志す皆さんの日々となる．

今は英語で論文を書くことに不安を感じている皆さんが，科学論文の共通
言語である英語で研究活動をすることに（多少は負担を感じつつも）慣れる
日が早く来るように，そして何よりも皆さんがこれからする素晴らしい研究
が，この地球上の多くの研究者に今だけでなく将来も読まれるように，と念
じつつ本書は執筆された．苦労の結晶である研究が学術誌に掲載されるのは
嬉しい．英語で書くからたくさんの人に読んでもらえる．海外の思わぬとこ
ろからコメントのメールが来たりする．そんな経験を繰り返していくうちに，
皆さんもいつの間にか英語で発信をする一人前の科学のコミュニティの一員
になっていくだろう．

本書の執筆は多くの人々の協力がなくてはなしえなかった．東京大学の初
年次の科学英語プログラム ALESS（Active Learning of English for Science 
Students），英語プログラム付属の科学実験室である ALESS Lab，そして同



プログラム履修生の論文執筆支援をしているライティングセンター・駒場ラ
イターズスタジオの関係者の皆様には数え切れない貴重な助言を頂戴した．
東京大学情報基盤センター学術情報リテラシー担当の皆さんにも，日頃から
本書の内容にも関連する支援をいただいている．また中山書店編集者の鈴木
幹彦氏の温かいサポートにも著者一同心からお礼申し上げる．

2017年2月

東京大学教養学部附属
グローバルコミュニケーション研究センター

片山晶子
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IMRaD形式とは

第 1 章で解説した通り，科学論文には研究者のオリジナルな研究成果を
正確に伝える役割がある．科学論文にはさまざまな形式があるが，今では
IMRaD といわれる文章構成形式が主として使われている（ 1 ）．新しい研究
の発表や，研究データの紹介の際にはこの形式を使う必要がある．実験の観
察や結果を発表すること自体は数百年前から続けられているが，過去には統
一した形式はなかった．IMRaD 形式は 1930 年代から使われ始めたと思われ
るが，それ以前は各自各様の方式，たとえば手紙などの私信で観察内容を伝
えることが多かった．しかしその後徐々に形式が整理され，特に 1970 年代
に入って標準形式として確立した（Sollaci，2004）1．　　

IMRaD への統一により研究成果報告の体系化が進み，それにより他研究
者による内容検索が飛躍的に進んだ．IMRaDとは「イムラッド」と発音し，
科学論文の主なセクションの Introduction（I），Method（M），Results（R），
and（a）Discussion（D）の各頭文字からなる名称である．この 4 つのセクショ
ンはそれぞれ役割が異なり，それゆえに各論点も異なる．おのおのは客観性
と厳密性が追求され，専門用語が多用されている．このような 4 つのセクショ
ンが集まり統合されて初めて 1 つの論文の体系が出来上がり，論旨が明確に
なる．

Introduction, Method, Results, Discussion とあえて分け，強調する理由は
何であろうか．それはこの 4 つが論文執筆者がもっとも重視すべき要素だか
らである．Introduction では，研究の背景を述べ，なぜこの研究は重要なの
かを説明する．Method ではどのような実験を行い，他の論文と異なるどの
ようなユニークさがあるのかを強調する．実験の結果は Results で明確に示
し，もし新発見があればここで強調して表現する．最後の Discussion では
実験結果の意味を議論し，将来の研究へと道筋を整える．

現在では多くの分野で IMRaD 形式が採用されているが，この形式で書
かれている限り，比較的長論文でも，また複雑な研究内容でも読みやすく
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なる．特に世界の多くの研究者の注目を集めるためには，Introduction や
Discussion を重視すべきである．研究そのものをよりよく理解してもらう
ための必要不可欠な要素だからだ． 実際，IMRaD 形式を用いた研究発表に
より，学際的な共同研究が急速に推進されたと考えられている．

1 IMRaD形式：構成の例

❶ Title：題名　
❷ Authors，Author Affiliation：著者名と所属機関
❸ Abstract：概要・要約　
❹ Introduction：序論．研究の背景と目的
❺Method：研究方法
❻ Results：研究結果
❼ Discussion：考察や結語と過去の研究との比較
❽ References：参考文献　

❶ ❼

❽

❸

❹

❺

❻

❷
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IMRaD形式の特徴と他の科学論文形式との違い

科学論文には主として 3 つの種類があり，Letters（レター・短報）や
Review Article（レビュー）など，IMRaD 以外の他形式を用いるものがある．
しかし IMRaD 形式の論文は「Research Article（研究論文）」を代表し，一
般に科学論文の中心をなすと考えるべきである．IMRaD 形式の論文はもっ
ともテクニカルかつ専門的であり，新しい研究内容を発表する舞台となって
いる．新たな知識や見解を明確に伝えるためにこの形式が活用されているの
だ．分野や注目点にもよるが，通常「研究論文」は数ページから 20 ページ
以上と幅広い．IMRaD 形式の論文の呼称は扱うジャーナルにもよるが，や
や長めの論文を Research Article，Reports，Original Papers などとよぶこ
ともある．

�■Letters
一方，やや短めの論文は Letters，Short Report，Communications など

とよばれる．これらは IMRaD 形式で発表する一般的論文よりも迅速に発表
されることが多い．もともとは論文誌（ジャーナル）自体が採用している
中心的な形式ではないが，なるべく早く内容を発表したいものを対象とし
ている．一般に最先端な内容は競争も激しく早さを競っており，Letters や
Short Report，また Communications 等の短めの論文はそのために使われる
ことが多い．最近ではそれらの多くは，急を要する公表形式として広く認知
されている．

たとえば，JACS（Journal of the American Chemical Society）は Communi
cations と Articles を共に発行しているが，“Communications are restricted to 
reports of unusual urgency, timeliness, significance, and broad interest”と
規定している（JACS Author Guidelines）．さらに，FEBS Letters という 
ジャーナルは“The journal for rapid publication of short reports in molecular 
biosciences”と銘打っている．Letters ではより早く最新研究を発表するため，
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通常 2，3 ページと短めである．
これら論文の発表までの手続きそのものは，一般の IMRaD Article 形式

の論文と大きく異なることはないが，公開までの時間は大幅に短縮されてい
る．Letters の論文は Introduction, Method, Results, Discussion としての表
題は使っていないが，実際は IMRaD 形式と同じ内容を記述していることが
ほとんどである（Björk, 2009）2．

�■ �Review
では，Review と IMRaD 形式の論文はどのように違うのか．トピックや

学術雑誌による違いはあるが，一般に科学論文としてもっとも長い論文とさ
れているのはReviewである．Reviewとは主にLiterature review（文献調査）
のことを意味し，最新の研究や考え方・見方，過去の重要な論文，近年もっ
とも注目されている論文等を取り上げて比較・要約することを目的に書かれ
たものである．分野の専門家が，ある特定のトピックについての論文をまと
めて，さまざまな見方から論評する．最新の情報や研究の経緯を反映させ，
将来の研究方向，期待される方向性なども論じる．新たな研究成果は特に重
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本章ではこれから初めて英語で論文を書く理系学生・院生が知っておくべ
き「科学論文で使われる英語の特徴」の基本を紹介しよう．

序文でも述べた通り，「科学論文が書けるようになる」ということは，単
に正しい文法を学んだり，知っている単語数を増やしたりする言語習得だけ
ではなく，科学研究をする研究者のコミュニティのメンバーになるというこ
とである．科学のコミュニティのメンバーになるためには，コミュニティ特
有の慣習をマスターしなければいけない．「母語ではない英語で研究論文を
書く」ということは世界中の科学者の大多数が日常的に行っている慣習であ
る．

そうは言っても英語は，いざ使うとなると話すにしても書くにしても，多
くの日本人にとってストレスの元になる．英語が障壁となってしまって，よ
い研究をたくさんしているのに，学術誌への発表が極端に少ない研究者もい
るのではないだろうか．すでに国際的なジャーナルに出版論文がいくつもあ
る科学者でさえ「日本語で読んで日本語で書けたらどんなに楽かと思います
よ」とぼやくこともある．

理系の学生や院生のなかには中学・高校では英語という科目が嫌いだった
人も多いかもしれない．大学院で日々研究をするだけでも十分大変なのに，
この上，論文を母語でない言語で書くことは，とても負担が大きく初めは苦
痛に感じるのが当たり前である．科学論文の英語は確かに語彙が一見難しそ
うだし，学校英語では習わなかった決まり事がたくさんある．
「母語ではない英語で研究論文を書く」ことは「科学のコミュニティの慣習」

である，と述べたが，社会慣習は本を読んだだけで習得することは困難であ
る．慣習を身につけるためには必ず「参加すること」が必要である．しかし，
初めから「想像の英語の壁」にひるんで参加を見送ってしまっては残念であ
る．果敢に英語論文の執筆に取り組むことによって「研究を発信する」とい
う科学のコミュニティの非常に重要な慣習をできるだけ早く身につけるため
に，この章で紹介する科学論文英語の目的，性質，そして決まり事を理解す
ることが役に立つと考える．
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論文英語は英米語ではなく国際語である

まず英語での科学論文の執筆で忘れてならないのは，「読み手は誰か」，そ
の読み手に「何をわかってほしいのか」ということを常にイメージしながら
書くということである．「クラブの部員全員にメールで練習場所への道順を
連絡しなければならない」という状況を想像してみてほしい．このメールを
書くときには，書き手の頭のなかには「読み手が誰なのか」，そして「その
読み手がこのメールで得るべき知識は何なのか」がはっきりしている．英語
で科学論文を書くときも，誰に対して書いているのか，何を理解してもらわ
なければならないかを書き手である皆さんは常に意識のなかに入れておくこ
とが大切である．

理系の学生や院生のなかには，実際のコミュニケーションのために英語を
書いたことがあまりないという人も多いかもしれない．「自分の書いた拙い
英語をネイティブスピーカーがわかってくれるだろうか」という不安を耳に
することもある．ここでこれから自分が書く科学論文の「読み手」を具体的
に想像してみてほしい．第 1 章で紹介した通り科学のコミュニティでは英語
が現在のところ共通語となっているが，これは英語母語話者が科学者の大多
数だという意味ではまったくない．皆さんがこれから書く英語論文の読者も，
多くは実は皆さんと似たような「英語を母語としない人」なのである．こ
のことは科学論文と他のジャンルの英語とを隔てる大きな特徴なので，肝に
銘じる必要がある．世界的な権威のある総合科学誌 Natureの投稿規定には
Readability（読みやすさ）という項目があり，次のような指示がされている．

Nature is an international journal covering all the sciences. Contributions 
should therefore be written clearly and simply so that they are accessible 
to readers in other disciplines and to readers for whom English is not their 
first language.1
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皆さんはやがて大学院での研究論文を学術誌に投稿し始めるだろう．皆さ
んのような日本人研究者グループの投稿論文を査読するのがフィンランド人
とスリランカ人と日本人の研究者，書き手にも読み手にも英語のネイティブ
スピーカーは 1 人もいない，というようなことが現実に多々ありうる．この
ような母語を異にする読み手に対して英語で論文を書くという状況で，上記
のように読み手に書き手が伝えたいことが，（e-mail で部活の練習場所を連
絡するように）効率よく的確に伝わるために，いったいどのような言葉でど
のように書いたらいいのか，というのが英語ネイティブ，ノン・ネイティブ
を問わず国際レベルの研究をするすべての科学者の課題なのである．

英語を母語としない人同士がコミュニケーションするために共通言語とし
て使う英語のことを English as a lingua franca （ELF）とよんでいる．科学
論文の英語もこの ELF に属すると考えられる．
「論文の英語はすべての人にとって第 2 言語」とよく言われている．科学

論文に使われる英語は ELF であるだけでなく，科学というコミュニティの
言語でもある．科学のコミュニティには，たとえば青果市場やジャズプレー
ヤー仲間の符丁のような，メンバー同士のコミュニケーションの目的のため
に長い間に作り上げられた独特の言語慣習が数多くある．コミュニティ言語
の習得はたまたま英語が母語である大学院生にとっても必ずしも容易なこと
ではない．
科学論文の目的は研究が「正確に」「明確に」「無駄なく」「もれなく」報
告されることである．母語話者でない者同士が齟齬なく意志疎通ができる
ELF であって，しかも科学のコミュニティ独特の言語となると，科学論文
の英語には高校の教科書で読んだ小説の英語や，ネットにあるブログの英語
などとはだいぶ異なる慣習や決まり事がたくさん必要になる．

次に，科学論文の英語の特徴についてマクロからマイクロ―全体の構成，
Paragraph，文の特徴，単語の特徴―の順に基礎的な解説をしていこう．
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IMRaDでやるべきこと・やってはいけないこと

前章で典型的科学論文を IMRaD に分けてそれぞれ解説したが，そこで紹
介された Introduction, Method, Results, Discussion という構成は，現在で
は少なくともデータを分析する実証研究をリポートする論文ではほぼユニ
バーサルといってよいだろう．ノーベル賞をとった山中伸弥博士の歴史を変
えるような研究でも皆さんが大学院で最初にする研究でも，書くときには同
じ IMRaD の 4 部構成となる．第 2 章で学んだように，各セクションで必ず
述べなければいけないパーツもだいたい決まっている．

前章でも述べられているように，19 世紀ごろまでは科学論文の書き手も
読み手も，地域的にも限られた小さなコミュニティに属していたので，論文
の言語もさまざま，書き方のスタイルもまちまちであった．しかし 20 世紀
に入ると，交通や通信の発達と共に科学のコミュニティは急速にグローバル
化し，協力をするにも競争をするにも，情報は早く効率よくシェアしなけれ
ばならないという必要性が高まった．その結果，言語の統一と同時に型の
統一が必然的に求められ，科学研究の報告は「英語」で，しかも「IMRaD」
というのがグローバルスタンダードとなった．

IMRaD にはさまざまな利点がある．そしてこの利点は，世界の大半を占
める英語を母語としない科学者にとっては外国語で科学する負担をおおいに
和らげてくれる福音である．「科学論文は IMRaD で書かれている」という
ことが常識になっているので，どこに何が書いてあるか情報が見つけやす
い．また，それぞれの科学者が自分の目的にあった論文の読み方ができる．
科学論文を実際に読むときに，高校の教科書を昔ながらのやり方で読むよう
に，辞書を片手にすみからすみまで一語一語理解しながら読む（精読する）
ことはまれである．論文を読み慣れた熟練の科学者は，たいてい自分なり
の「読み方」をもっている．「僕は Introduction は読むけど，あとはグラフ
とか表しか詳しくは見ないです」「まず Results のところのグラフとか数字
を見て，Introduction の最後の Hypothesis（仮説）だけ確認して，それか
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